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は
じ
め
に

１　

本
稿
の
課
題

　

近
代
都
市
の
社
会
的
矛
盾
が
集
約
的
に
現
象
す
る
の
は
、
ス
ラ

ム
や
被
差
別
部
落
な
ど
地
域
社
会
と
の
関
係
に
よ
っ
て
劣
位
に
定

置
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
商
都
か
ら
工
業
都
市
へ
の

成
長
を
続
け
る
一
九
〇
〇
年
代
の
大
阪
で
、
社
会
的
に
「
負
」
の

イ
メ
ー
ジ
を
刻
印
さ
れ
続
け
て
き
た
地
域
の
ひ
と
つ
が
、
ま
さ
に

「
釜
ヶ
崎
」（
地
理
的
範
囲
は
後
述
）で
あ
っ
た
。
社
会
的
排
除（Social 

Exclusion

）

Б

の
帰
結
と
し
て
の
「
釜
ヶ
崎
」
の
現
状
を
ふ
ま
え
つ

つ
、
そ
の
歴
史
的
固
有
性
に
つ
い
て
究
明
す
る
必
要
性
を
痛
感
し

た
筆
者
は
、
維
新
変
革
期
に
お
け
る
「
釜
ヶ
崎
」
に
つ
い
て
、
そ

の
形
成
の
歴
史
的
前
提
と
い
う
観
点
か
ら
、
か
つ
て
小
論
を
ま
と

め
た

В

。
そ
こ
で
は
、
近
世
期
の「
非
人
村（
鳶と
び

田た

垣か
い
と内
）」、「
墓
所
」、

「
仕
置
場
（
刑
場
）」、「
隠お
ん
ぼ
う坊

」
屋
敷
な
ど
「
釜
ヶ
崎
」
を
歴
史
的

に
規
定
し
て
い
る
封
建
的
身
分
関
係
に
つ
い
て
絵
図
等
を
も
と
に

　

本
稿
は
、
前
稿
「
近
代
初
頭
の｢
釜
ヶ
崎｣

」
の
論
点
を
継
承
し
つ
つ
、
一
九
〇
〇
年
初
頭
か
ら
「
大
大
阪
」
の
成
立
（
一
九
二
五
年
四
月
一
日
）
以
前
ま
で

に
時
期
を
設
定
し
、「
釜
ヶ
崎
」
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
都
市
下
層
社
会
と
し
て
一
括
さ
れ
て
き
た
旧
名
護
町

と
の
直
接
的
な
連
関
を
否
定
し
、「
釜
ヶ
崎
」
に
内
在
す
る
歴
史
的
固
有
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

要　
　

約

特
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し
て
概
観
し
、
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
）
四
月
一
日
実
施
の
「
第

一
次
市
域
編
入
」
を
「
釜
ヶ
崎
」
形
成
の
重
要
な
契
機
と
位
置
づ

け
た
。
そ
の
上
で
、「
釜
ヶ
崎
」
の
史
的
研
究
の
際
に
、
①
維
新

変
革
期
を
対
象
化
す
る
連
続
性
、
②
名
護
町
と
の
歴
史
的
直
結
の

信
憑
性
、
③
歴
史
的
地
名（「
釜
ヶ
崎
」の
さ
し
示
す
地
理
的
範
囲
等
）

の
誤
解
を
修
正
し
た
実
証
性
、
の
三
つ
の
視
点
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
周
辺
地
域
の
歴
史
地
理
的
事
情
に

よ
っ
て
他
律
的
に
叙
述
さ
れ
る
「
釜
ヶ
崎
」
史
に
代
わ
っ
て
、
内

在
的
契
機
に
よ
る｢

釜
ヶ
崎｣

形
成
史
の
可
能
性
を
探
っ
た
の
で
あ

る
。

　

本
稿
は
、
さ
き
の
小
論
の
続
編
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
、

一
九
〇
〇
年
初
頭
か
ら
「
大
大
阪
」
の
成
立
（
一
九
二
五
年
四
月

一
日
）
以
前
ま
で
に
時
期
を
設
定
し
、「
釜
ヶ
崎
」
の
形
成
過
程

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
不
可
欠

の
要
素
で
あ
る
二
つ
の
基
軸
を
め
ぐ
っ
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思

う
。

　

一
つ
は
、都
市
計
画
事
業
と
の
内
的
連
関
と
い
う
基
軸
で
あ
る
。

一
八
八
六
年（
明
治
一
九
）一
二
月
九
日
の「
街
路
取
締
規
則
」「
乗

合
馬
車
取
締
規
則
」「
営
業
人
力
車
取
締
規
則
」
お
よ
び
同
年
一

二
月
二
五
日
の
「
宿
屋
取
締
規
則
」
の
制
定

Г

以
後
、
一
八
九
七
年

（
明
治
三
〇
）
四
月
一
日
の
「
第
一
次
市
域
編
入
」
を
経
て
、
大

阪
市
の
都
市
計
画
事
業
は
本
格
化
し
、
一
九
〇
三
年
に
は
茶
臼
山

一
帯
で
、
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。こ
こ
で
は
そ
の
内
容
を
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、

博
覧
会
終
了
後
に
大
阪
市
商
工
課
長
が
と
り
ま
と
め
た
『
第
五
回

内
国
勧
業
博
覧
会
報
告
書
』

Д

に
は
、
道
路
の
狭き
ょ
う
あ
い隘、
公
園
遊
歩
道

の
不
備
、
旅
館
設
備
の
不
足
、
公
衆
便
所
の
不
潔
、
人
力
車
夫
の

マ
ナ
ー
の
欠
如
な
ど
が
当
面
す
る
課
題
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い

る
。
大
阪
市
は
、
近
代
都
市
と
し
て
の
威
信
を
か
け
て
、
こ
れ
ら

の
課
題
を
克
服
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。す
な
わ
ち
、

水
運
か
ら
陸
運
へ
の
本
格
的
移
行
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
保
養
空
間

と
し
て
の
近
代
型
公
園
の
創
出
、
木
賃
宿
・
旅
人
宿
を
主
体
と
し

た
旅は
た
ご籠

経
営
の
見
直
し
、
伝
染
病
の
蔓
延
防
止
と
防
疫
型
衛
生
行

政
の
確
立
、
車
夫
を
多
数
抱
え
る
下
層
社
会
の
教
化
策
の
検
討
を

迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
工
業
都
市
を
支
え

る
労
働
力
人
口
の
吸
収
基
盤
の
整
備
と
同
時
に
、一
八
九
一
年（
明

治
二
四
）
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
ス
ラ
ム
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
の
本
格

化
が
必
然
的
に
日
程
に
の
ぼ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

二
つ
に
は
、
排
除
と
包
摂
の
帰
結
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
他

の
地
域
（
施
設
を
ふ
く
む
）
と
の
同
位
性
の
連
関
と
い
う
基
軸
で

あ
る
。
市
域
の
拡
大
と
と
も
に
、
墓
所
、
火
葬
場
な
ど
の
共
同
利

用
施
設
、
塵
芥
処
理
場
、
屠
場
な
ど
食
と
排
泄
に
か
か
わ
る
衛
生

施
設
、
避
病
院
や
監
獄
な
ど
隔
離
収
容
施
設
、
遊
郭
な
ど
の
遊
興

施
設
な
ど
は
市
域
の
周
縁
部
に
移
転
・
統
合
さ
れ
て
い
く
の
が
一
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般
的
で
、大
阪
市
で
も
、こ
れ
ら
の
施
設
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、

旧
市
中
（
三
郷
）
の
外
縁
部
に
定
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

Е

。「
釜

ヶ
崎
」
も
そ
の
過
程
で
創
出
さ
れ
た
下
層
社
会
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
排
除
と
包
摂
を
と
も
な
っ
た
都
市
計
画
事
業
の

本
格
的
実
施
、
す
な
わ
ち
「
宿
屋
営
業
取
締
規
則
」
等
の
制
定
に

よ
る
市
域
外
縁
部
へ
の
排
除
に
加
え
て
、
周
期
的
な
経
済
動
向
、

主
に
は
対
外
的
交
戦
状
態
に
お
け
る
労
働
力
の
需
要
の
増
大
に
と

も
な
う
人
口
流
入
を
経
験
し
た
こ
と
が
、「
釜
ヶ
崎
」
定
置
の
直

接
的
契
機
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
さ
き
の
小
論
で
も
指
摘
し
た

が
、
一
八
九
一
年
の
名
護
町
ス
ラ
ム
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
の
影
響
で
、

難
波
村
、
木
津
村
、
今
宮
村
に
お
い
て
「
貧
民
窟
」
を
形
成
し
て

い
た
か
つ
て
の
名
護
町
住
民
は
、
そ
の
後
、
原
初
（
名
護
町
）
へ

回
帰
す
る
人
々
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、

今
宮
町
の
当
該
期
の
人
口
に
照
ら
し
あ
わ
せ
る
と
、
新
天
地（「
釜

ヶ
崎｣

）
へ
と
移
住
す
る
人
が
い
た
と
し
て
も
、
ご
く
僅
か
で
あ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
名
護
町
は
む
し
ろ
、
近
世
的
都
市
ス
ラ
ム

の
系
譜
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
下
層
社
会
を
再
編
し
続
け
た
の
で
あ

る

Ё

。
本
稿
が
主
と
し
て
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
は
、
都
市
下
層
社

会
の
現
代
的
課
題
の
探
求
と
、
そ
れ
に
裨ひ

益え
き

す
る
歴
史
的
研
究
と

い
う
意
味
か
ら
、
お
も
に
「
釜
ヶ
崎
」
形
成
に
関
わ
っ
た
人
々
で

あ
る
。

２　

地
名
の
考
証

　

字
釜
ヶ
崎
と
い
う
小
字
名
は
、
か
つ
て
単
独
の
大
字
名
と
し
て

使
用
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
「
釜
ヶ
崎
」
の
地
域

と
は
一
致
し
な
い
。し
た
が
っ
て
、本
論
を
補
足
す
る
意
味
か
ら
、

「
釜
ヶ
崎
」
を
構
成
す
る
小
字
の
地
名
考
証
を
し
て
お
き
た
い
。

一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
）
四
月
一
日
の
「
第
一
次
市
域
編
入
」

に
よ
っ
て
か
つ
て
の
今
宮
村
は
大
阪
鉄
道
の
築
堤
を
境
界
に
し
て

南
北
に
切
断
さ
れ
、
北
部
を
市
域
に
、
南
部
を
西
成
郡
に
行
政
上

分
割
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
以
降
、「
釜

ヶ
崎
」
を
指
し
示
す
公
称
は
混
沌
と
な
り
煩
雑
化
す
る
が
、
一
九

一
三
年
（
大
正
二
）
一
二
月
一
〇
日
か
ら
は
西
成
郡
に
分
割
さ
れ

た
新
し
い
今
宮
村
内
は
「
大
字
今
宮
」
に
統
一
表
記
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
か
つ
て
の
大
字
名
「
釜
ヶ
崎
」
は
小
字
名
に
転
用
さ
れ

る
。
以
下
、
字
釜
ヶ
崎
、
字
今
宮
新
家
、
字
八は
っ

反た
ん

田だ

に
つ
い
て
概

略
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

今
宮
村
大
字
今
宮
字
釜
ヶ
崎
は
、
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
）

三
月
の
町
名
改
正

Ж

に
と
も
な
っ
て
甲こ
う
ぎ
し岸

町
、
西
入
船
町
、
東
入
船

町
と
に
区
割
り
さ
れ
て
改
称
さ
れ
る
ま
で
（
一
九
二
五
年
四
月
一

日
以
降
は
西
成
区
）、
木
賃
宿
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
安
宿
を
核

に
し
て
労
働
力
人
口
を
集
積
し
続
け
た
。
た
だ
、
そ
の
際
に
公
的

用
語
と
し
て
も
登
場
す
る
「
職
工
」
は
、
貧
民
街
の
居
住
者
も
一
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部
含
む
が
、
都
市
の
力
役
や
人
夫
な
ど
を
主
業
と
す
る
貧
民
一
般

を
指
し
示
さ
な
い
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い

З

。

　

今
宮
村
大
字
今
宮
字
今
宮
新
家
は
、
も
と
は
今
池
町
（
今
宮
村

の
出
村
）
を
指
し
、
旅
人
宿
（
旅
籠
）
街
を
形
成
し
て
お
り
、
何

ら
か
の
作
為
に
よ
っ
て
一
時
期
、
字
釜
ヶ
崎
を
字
今
宮
新
家
と
称

し
た
こ
と
が
あ
っ
た

И

。
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
に
農
商
務
省

が
ま
と
め
た
『
燐
寸
職
工
事
情
』
に
登
場
す
る
「
職
工
」
が
居
住

し
て
い
た
の
は
、
今
宮
新
家
を
往
還
す
る
紀
州
街
道
沿
い
の｢

八

軒
長
屋｣

や
、野
田
小
七
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た「
低
廉
な
る
住
宅
」

（
後
述
）
な
ど
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

今
宮
村
大
字
今
宮
字
八
反
田
（
八は
っ

田た

）
は
、
い
わ
ゆ
る
「
鳶
田
」

（
の
ち
飛
田
）
と
通
称
さ
れ
て
い
る
地
域
に
部
分
的
に
相
当
し
、

か
つ
て
の
垣
内（
非
人
村
）、
墓
地
、
刑
場
の
所
在
地
で
あ
る
。「
飛

田
」
の
名
称
そ
の
も
の
は
、
そ
の
来
歴
に
よ
っ
て
一
般
に
定
着
し

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。｢

飛
田｣

に
は
、
一
九
一
二
年
（
大
正

一
）
の
「
南
の
大
火
」
で
焼
失
し
経
営
拠
点
を
失
っ
て
い
た
遊
廓

経
営
者
ら
が
、
日
本
基
督
教
婦
人
矯
風
会
（
一
八
九
三
年
結
成
）

の
反
対
を
退
け
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
に
遊
郭
を
開
業
す
る

と
い
う
経
緯
を
も
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
海か
い
ど
う
ば
た

道
畑
、
東
ひ
が
し

道み
ち

、
水み
ず

渡わ
た
し、
甲
岸
、
三み
っ
か
じ

日
路
な

ど
の
小
字
群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
地
域
が
本
稿
で
い
う

「
釜
ヶ
崎
」
で
あ
る
。

一　

人
口
動
態
か
ら
み
る
「
釜
ヶ
崎
」

　

ま
ず
、「
釜
ヶ
崎
」
の
人
口
動
態
を
三
期
に
分
け
て
み
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

　

第
一
期
は
、
日
清
戦
後
経
営
期
（
一
八
九
五
〜
一
九
〇
〇
年
）

の
動
態
で
、
大
阪
市
の
ス
ラ
ム
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
に
よ
る
影
響
が
具

体
的
に
出
は
じ
め
た
時
期
で
あ
る
。

　

一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）
六
月
一
五
日
に
改
定
さ
れ
た
「
宿

屋
営
業
取
締
規
則
」

КУ

に
よ
っ
て
、
名
護
町
（
日
本
橋
三
〜
五
丁
目
）

に
在
住
し
て
い
た
多
く
の
貧
窮
民
は
近
接
す
る
村
へ
移
住
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
表
１
に
示
し
た
分
割
前
の
旧
今
宮
村
（
一
八
八
九

年
四
月
以
降
の
行
政
村
で
一
八
九
七
年
三
月
末
ま
で
の
呼
称
）
の
堅

調
な
人
口
増
加
に
は
、
そ
の
こ
と
が
端
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る
。

当
時
の
新
聞
は
、「
貧
民
」
の
多
く
が
各
村
へ
向
か
っ
て
い
る
様

子
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る

КФ

。

南
区
日
本
橋
筋
三
四
五
丁
目
は
現
今
長
屋
の
建
築
改
造
中
な
る
が

同
所
に
住
み
ゐ
た
る
貧
民
等
は
、
他
に
行
き
所
の
な
き
よ
り
皆
な

木
津
村
又
は
難
波
村
の
方
へ
同
居
な
し
一
戸
六
畳
一
間
位
の
家
に

夫
婦
三
組
居
住
な
し
居
る
趣
き
に
て
﹇
後
略
﹈ 

　

難
波
、
木
津
、
今
宮
、
天
王
寺
、
北
平
野
の
各
村
へ
移
住
し
た

の
は
、
追
跡
可
能
な
戸
数
だ
け
で
も
都
合
四
〇
〇
五
戸
に
の
ぼ
っ
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た

К
Х

。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
貧
民
」
居
住
地
区
は
、｢

新
名
護

町｣
｢

第
二
の
名
護（
古
）町｣

な
ど
の
言
説
を
生
ん
で
い
た
の
で
あ

る

КЦ

。
此
等
の
貧
民
は
一
人
に
て
一
戸
を
借
り
受
く
る
資
力
な
き
よ
り
何

れ
も
合
同
居
を
な
し
多
き
は
四
五
組
も
一
戸
に
同
居
す
る
も
あ
り

て
、
右
の
貧
民
等
は
近
来
種
々
な
る
醜
態
を
現
は
し
見
苦
し
き
事

の
み
な
す
の
計
り
か
、
追
々
悪
徒
さ
へ
集
り
来
る
よ
り
も
、
昨
今

右
等
の
村
内
で
は
新
名
古
町
の
放
逐
論
盛
ん
な
り
と
。

　
「
醜
態
」「
悪
徒
」
を
口
実
に
旧
来
の
居
住
民
が
名
護
町
住
民
を

放
逐
し
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
が
、
さ
き
の
小
論

で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
住
民
を
、
の
ち
の
「
釜

ヶ
崎
」の
住
民
と
直
結
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
さ
れ
た
は
ず
の
名
護
町
（
日
本
橋
三
〜
五
丁
目
）

の
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
時
点
の
現
住
戸
数
は
三
一
五
一
戸

と
集
計
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
も
と
り
わ
け
五
丁
目
を
中
心
に
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

КЧ

。
木
賃
宿
の
排
除
が
か

え
っ
て
旧
宿
泊
者
の
定
住
化
を
促
進
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
重
要
に
な
る
の
は
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
に
際
し
て

周
辺
の
四
カ
村
へ
移
住
し
た
四
〇
〇
五
戸
か
ら
、
の
ち
に
名
護
町

在
住
と
し
て
記
録
に
の
ぼ
る
三
一
五
一
戸
を
減
じ
た
八
五
四
戸

（
当
該
期
の
一
戸
平
均
人
員
三
・
八
人
を
乗
じ
る
と
約
三
〇
〇
〇
人
）

の
動
向
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
大
半
が
各
村
に
残
留
し
、「
釜
ヶ
崎
」

表１　旧今宮村時代（1885～96年）と市域編入期（1897～1900年）の今宮村の人口動態
年 人口（対前年比） 関連事項
1885 4,143人 　（－）　　％

86 3,141 （△75.8） 名護町取り払い計画（頓挫）
87 3,768 （120.0）
88 4,563 （121.1）
89 4,694 （102.8） 町村合併
90 4,907 （104.5）
91 4,324 （△88.1） 名護町取り払い計画（実行）
92 4,386 （101.4）
93 4,661 （106.2）
94 5,219 （111.9）
95 6,196 （118.7）
96 6,332 （102.1） 燐寸業・電光舎創業

……………………………「第１次市域編入」（村の南北分断）……………………………
97 1,850 津守村との組合村
98 2,551 津守村との組合村
99 850

1900 850

出典：『西成郡史』1915年より作成。
備考：木津村、難波村の増加率も同じく堅調である。△は減少。
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へ
移
動
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、

表
１
に
お
い
て
、
旧
の
今
宮
村
南
北
分
断
後
の
人
口
が
、
旧
藩
政

村
を
核
と
し
た
北
部
の
地
域
に
多
い
こ
と
か
ら
も
判
然
と
す
る

（
今
宮
村
は
、
一
八
九
九
年
、
一
九
〇
〇
年
に
わ
ず
か
八
五
〇
人
）。

　

第
二
期
は
、
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
（
一
九
〇
一
〜
一
〇
年
）
の

動
態
で
あ
る
。
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
催
と
日
露
戦
後
経

営
の
時
期
に
あ
た
り
、
表
２
に
は
こ
の
時
期
の
今
宮
村
（「
第
一

次
市
域
編
入
」
後
に
西
成
郡
に
管
轄
さ
れ
て
い
る
行
政
村
）
の
人
口

を
一
覧
に
し
て
お
い
た
。
お
よ
そ
一
〇
年
間
で
人
口
が
数
倍
に
膨

張
し
て
い
る
こ
と
が
一
瞥
し
て
判
明
す
る
が
、
注
意
を
要
す
る
の

は
、「
釜
ヶ
崎
」
を
含
む
今
宮
村
に
居
住
す
る
「
職
工
」
の
比
率

で
あ
る
。「
八
軒
長
屋
」

КШ

の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
一
九
〇
二

年
（
明
治
三
五
）
か
ら
日
露
戦
争
終
結
の
一
九
〇
五
年
（
同
三
八
）

ま
で
、
村
内
比
率
が
二
割
五
分
台
前
後
（
年
に
よ
っ
て
は
三
割
台
）

で
推
移
し
て
い
た
「
職
工
」
が
、
日
露
戦
争
終
結
を
機
に
一
挙
に

流
出
す
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
村
内
人
口
は
増
加
し
続
け
、
毎

年
約
一
〇
〇
〇
人
単
位
で
膨
張
し
て
い
く
。

　

当
該
期
に
は
、
市
内
で
の
営
業
を
禁
じ
ら
れ
た
木
賃
宿
や
そ
れ

に
類
す
る
安
宿
（
大
阪
市
社
会
部
『
大
阪
市
住
宅
年
報
（
昭
和
元
年
）』

﹇
一
九
二
八
年
﹈
の
い
う
「
低
廉
な
る
住
宅
」
な
い
し
は
社
会
部
報
告

№
26
『
日
傭
労
働
者
問
題
』﹇
一
九
二
四
年
﹈
の
い
う
「
労
働
下
宿
」「
労

働
部
屋
」）
が
「
釜
ヶ
崎
」
で
も
営
業
を
は
じ
め
て
い
た
よ
う
で

表２　1900年代初頭（1901～10年）の今宮村の人口動態

年 a現住人口（本籍人口） b職工 b/a職工比率 関連事項

1901 977（ 679）人 242人 24.7　％ 銀行恐慌

02 1,180（ 873） 379　 32.1　　 「八軒長屋」などの存在

03 2,376（1,041） 612　 25.8　　 第５回内国勧業博覧会

04 2,736（1,307） 761　 27.8　　 日露戦争開戦

05 2,630（1,431） 608　 23.1　　 ポーツマス条約締結

06 3,070（1,650） 244　  7.9　　 「貧民窟の掃討」実施

07 4,031（1,550） 159　  3.9　　 「長屋構造制限ニ関スル件」

08 5,306（1,259） 174　  3.3　　 大阪市内巡航船ストライキ

09 7,572（2,648） 200　  2.4　　 第１回地方改良事業講習会

10 9,193（3,177） 198　  2.2　　 淀川流域改修工事竣工

出典：『西成郡史』1915年より作成。
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あ
り
、
今
宮
村
は
、
日
露
戦
争
の
終
結
を
境
に
し
て
、『
燐
寸
職

工
事
情
』
に
登
場
す
る
「
職
工
」
の
生
活
拠
点
か
ら
、
そ
れ
以
外

の
人
々
（
多
く
は
単
身
の
日
傭
労
働
者
）
の
生
活
空
間
へ
と
変
貌

し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
元
来
、「
職
工
」
が
局

所
的
に
居
住
し
て
形
成
さ
れ
た
の
が
「
釜
ヶ
崎
」
で
あ
る
こ
と
が

判
明
す
る
。

　

第
三
期
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
（
一
九
一
二
〜
二
〇
年
）
の

動
態
で
あ
る
。
大
戦
に
よ
る
戦
時
好
況
と
戦
後
恐
慌
と
が
周
期
的

な
経
済
波
動
と
し
て
「
釜
ヶ
崎
」
を
直
撃
し
た
時
期
に
あ
た
る
。

当
該
期
の
今
宮
村
の
人
口
動
態
を
示
し
た
の
が
表
３
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
は
小
字
と
し
て
釜
ヶ
崎
、
海
道
畑
、
東
道
、
水
渡
、
八
反

田
、
甲
岸
、
三
日
路
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
九
一
四
〜
一
七
年（
大

正
三
〜
六
）
ま
で
は
、
対
西
成
郡
比
で
一
〇
数
％
を
占
め
て
い
た

寄
留
者
人
口
は
、
一
八
年
（
大
正
七
）
の
第
一
次
世
界
大
戦
終
結

と
そ
の
休
戦
反
動
の
影
響
に
よ
っ
て
三
・
六
％
に
ま
で
下
落
し
て

い
る
。
や
は
り
こ
こ
で
も
「
職
工
」
は
じ
め
、
生
活
拠
点
と
し
て

い
た
労
働
者
が
多
く｢

釜
ヶ
崎
」を
後
に
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、

一
九
二
〇
年
の
人
口
激
増
は
、
第
一
次
大
戦
期
の
急
激
な
都
市
の

膨
張
に
伴
う
人
口
増
大
で
、
大
阪
市
域
で
慢
性
的
住
宅
不
足
が
発

生
し
た
こ
と
に
よ
る
「
釜
ヶ
崎
」
へ
の
流
入
と
み
ら
れ
る

КЩ

。

　

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
小
活
し
て
お

き
た
い
。

　

ま
ず
、日
清
戦
後
経
営
期
に
ス
ラ
ム
総
体
で
階
層
差
が
発
生
し
、

今
宮
村
へ
も
大
量
の
人
々
が
流
入
し
た
（
表
１
）。
そ
の
後
の
変

動
で
、｢

釜
ヶ
崎
」へ
移
動
し
た
と
推
定
さ
れ
る
ご
く
僅
か
の
人
々

は
、
定
職
型
収
入
層
で
、
宿
代
の
支
払
い
能
力
を
も
つ
工
場
常
雇

労
働
者
（
熟
練
・
半
熟
練
）
層
、
つ
ま
り
「
職
工
」
や
ご
く
一
部

の
日
傭
労
働
者
層
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
各
村
に
残
留

し
た
り
名
護
町
（
日
本
橋
筋
三
〜
五
丁
目
）
へ
戻
っ
た
人
々
は
、

そ
れ
以
外
の
日
傭
労
働
者
層
お
よ
び
無
職
困
窮
・
ス
ラ
ム
形
成
層

で
あ
り
、
芸
人
、
流
民
、
失
業
者
、
病
人
な
ど
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
当
該
期
（
一
八
九
五
〜
一
九
〇
〇
年
）
の
期
間
成
長
率

が
粗
国
民
生
産
（Gross N

ational Product

：
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
で
一
五

六
％
、
個
人
消
費
支
出（Personal Consum

ption Expenditure

：

Ｐ
Ｃ
Ｅ
）
で
一
六
五
％
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て

КЪ

、
好
景
気

の
影
響
で
、
安
定
収
入
の
回
路
を
獲
得
し
た
層
と
労
働
力
市
場
へ

の
道
を
閉
鎖
さ
れ
た
層
と
に
乖
離
し
た
。

　

次
に
、
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
の
日
露
戦
争
前
後
に｢

釜
ヶ
崎｣

内

部
で
階
層
差
が
発
生
し
た
（
表
２
）。
そ
の
際
、「
釜
ヶ
崎
」
へ
膨

大
な
流
入
が
あ
り
、｢

職
工｣

（
工
場
常
雇
労
働
者
層
）
が
再
び
増

加
し
た
が
、
こ
う
し
た
人
々
は
、
い
わ
ゆ
る
「
貧
民
窟
」
住
民
で

は
な
か
っ
た
。
市
場
が
労
働
力
人
口
を
必
要
と
し
た
経
済
的
な
原

因
は
、
当
該
期
（
一
九
〇
一
〜
〇
五
年
）
の
期
間
成
長
率
が
粗
国

民
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
で
一
二
七
％
、
個
人
消
費
支
出
（
Ｐ
Ｃ
Ｅ
）
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で
一
二
〇
％
増
を
記
録
し
て
い
る

КЫ

と
い
う
数
値
に
明
示
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
露
戦
後
に
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
／
Ｐ
Ｃ
Ｅ
と
も

に
緩
慢
な
伸
張
に
と
ど
ま
る
と
い
う
急
激
な
景
気
の
後
退
局
面
に

遭
遇
し

КЬ

、｢

職
工｣

を
核
と
す
る
居
住
者
は
大
量
に
流
出
し
た
。
し

か
し
依
然
と
し
て
村
内
人
口
は
激
増
の
軌
跡
を
た
ど
り
、
わ
け
て

も
困
窮
層
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
景
気
変
動
に
よ
っ
て｢

釜
ヶ

崎｣

内
部
で
階
層
差
が
発
生
し
た
（
表
３
）。
こ
の
時
期
は
、
寄
留

者
人
口
が
激
増
↓
激
減
と
い
う
軌
跡
を
描
き
、
村
内
の
階
層
移
動

を
明
示
し
て
い
た
。
当
初
、
対
西
成
郡
比
一
七
・
二
％
も
あ
っ
た

寄
留
者
人
口
比
は
、
大
戦
終
結
後
の
休
戦
反
動
に
よ
っ
て
三
・
六

％
に
ま
で
下
落
し
た
。
当
該
期
（
一
九
一
七
〜
二
〇
年
）
の
市
場

に
お
け
る
消
費
者
物
価
指
数
（Consum

ers' Price Index

）
は
上

昇
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
た
め

ЛУ

、
困
窮
層
へ
の
打
撃
は
大
き
な

も
の
で
あ
り
、
階
層
差
の
拡
大
を
よ
り
促
進
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
「
釜
ヶ
崎
」
か
ら
離
脱
し
た
工
場
常
雇
労
働
者
（
熟
練
・
半
熟
練
）

層
は
、
市
営
・
民
間
で
借
地
借
家
関
係
を
取
り
結
ぶ
こ
と
が
で
き

る
人
々
で
あ
り
、
自
立
型
家
族
と
し
て
上
昇
し
て
い
き
、
ま
た
、

出
身
村
落
に
農
業
経
営
基
盤
を
も
つ
人
々
は
、
あ
ら
か
じ
め
都
市

流
入
型
と
し
て
存
在
し
て
い
た
か
ら
、
帰
農
と
い
う
既
定
の
進
路

を
選
択
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、「
釜
ヶ
崎
」
に
残
留
し
た
日

傭
労
働
者
層
、
無
職
困
窮
者
（
失
業
・
病
）
層
は
、
の
ち
に
大
阪

表３　第一次世界大戦期（1912～20年）の今宮村の人口動態

年 寄留人口実数 対西成郡比 関連事項
1912  7,307（男 3,446／女3,861）人  7.5％ （※本籍、現住人口は備考）

14 11,814（男 6,082／女5,732） 16.6　 第１次世界大戦開戦
17 16,030（男 8,115／女7,915） 17.2　 今宮村→今宮町、戦時特需
18  3,556（男 1,276／女2,280）  3.6　 第１次世界大戦終結、休戦反動
20 19,795（男10,423／女9,372） 16.1　 大阪市社会部発足、戦後恐慌

出典：『大阪府統計書』各年次版（大正1、3、6、7、9年）より作成。
備考：「寄留人口実数」は「入寄留者」数から「出寄留者」数を減じて算出。

「対西成郡比」について、当該期の西成郡は、今宮村を含めて全20村。
　1912年　本籍人口 5,492人（男3,163人／女2,329人、対西成郡比10.9％）
　　　　　現住人口12,799人（男6,609人／女6,190人、対西成郡比 8.7％）
　1918、20年はスペイン・インフルエンザが大流行し、死者が増大
　木賃宿数と利用者数は次のとおり。
　cf.　1918年　方面委員報告　木賃宿 約50軒 3,700～4,000人
　　　1924年　内務省報告　　木賃宿　 49軒 4,220人強
　　　　〃　　大阪市社会部報告　　　　　　5,095人（1,309戸）

　註：「寄留人口実数」は、統計上の数値を合算（乙種現住人口の調整数値は未採用）。
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府
方
面
委
員

ЛФ

の
報
告
に
登
場
す
る
よ
う
な
人
々
で
、
単
身
者
な
い

し
は
困
窮
家
庭
と
し
て
糊
口
を
凌
い
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

次
章
で
は
、
こ
う
し
た
救
済
対
象
と
認
定
さ
れ
て
い
た
「
釜
ヶ

崎
」
が
、
諸
記
録
類
に
お
い
て
ど
う
い
っ
た
形
容
詞
句
で
捉
え
ら

れ
、
人
々
の
都
市
下
層
社
会
言
説
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を

み
て
み
た
い
。

二　

諸
記
録
類
に
み
る｢

釜
ヶ
崎｣

　

前
章
で
み
た
よ
う
に
、｢

釜
ヶ
崎
」を
舞
台
に
し
た
人
的
移
動（
流

入
出
）
は
国
家
的
事
業
に
伴
う
資
本
投
下
と
同
時
に
生
じ
る
わ
け

で
あ
り
、
人
的
、
物
的
移
動
の
吸
収
可
能
な
基
盤
を
調
達
す
る
役

割
も
ま
た「
釜
ヶ
崎
」が
担
わ
さ
れ
て
き
た
。
ゆ
え
に
、「
釜
ヶ
崎
」

は
絶
え
ず
階
層
差
の
発
生
と
離
合
集
散
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
景

気
動
向
に
左
右
さ
れ
る
層
が
多
く
生
活
拠
点
と
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
人
口
動
態
は
そ
の
結
果
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

都
市
計
画
事
業
の
作
為
性
に
翻
弄
さ
れ
、
行
政
施
策
に
よ
っ
て
意

図
的
に
創
出
さ
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

貧
民
救
済
や
生
活
援
護
を
都
市
政
策
の
重
要
な
柱
で
あ
る
と
位

置
づ
け
て
い
た
大
阪
市
政
は
、
と
く
に
米
騒
動
以
後
の
社
会
事
業

と
し
て
、
簡
易
食
堂
、
職
業
紹
介
所
、
市
営
住
宅
、
浴
場
、
託
児

所
、
診
療
所
の
設
置
な
ど
主
に
日
常
生
活
と
密
接
に
か
か
わ
る
問

題
の
改
善
を
中
心
に
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
た

ЛХ

。
そ
れ
と
関
連
し

て
、
市
域
以
外
の
隣
接
地
域
に
つ
い
て
も
繰
り
返
し
生
活
実
態
調

査
や
衛
生
調
査
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
一
八
九
八
〜
一
九
二

五
年
（
明
治
三
一
〜
大
正
一
四
）
の
社
会
調
査
を
一
瞥
す
る
と

ЛЦ

、

名
護
町
（
調
査
地
名
は
「
下
寺
町
」）
と
「
釜
ヶ
崎
」
と
が
い
ず
れ

の
調
査
に
も
登
場
す
る
。
し
た
が
っ
て
両
地
域
が
本
質
的
系
譜
に

お
い
て
同
一
な
ら
ば
、
四
半
世
紀
も
の
間
、
両
地
域
が
別
個
の
調

査
地
域
と
し
て
対
象
化
さ
れ
た
り
、
社
会
問
題
の
発
生
地
と
し
て

関
心
を
払
わ
れ
続
け
る
は
ず
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
前

提
と
し
て
あ
ら
た
め
て
、
名
護
町
の
移
転≠

「
釜
ヶ
崎
」
の
形
成

と
い
う
点
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
農
商
務
省
は
、『
燐
寸
職
工
事
情
』（
一
九
〇
三
年
三

月
三
一
日
発
行
）
の
な
か
で
、｢

燐
寸
工
場
ノ
職
工
ハ
概
ネ
其
近
傍

ノ
貧
民
部
落
ヨ
リ
通
勤
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
遠
国
ヨ
リ
来
ル
モ
ノ
ナ

シ｣

と
報
告
し

ЛЧ

、
続
い
て
、｢

今
宮
村
新
家｣

居
住
者
二
人
と｢

今
宮

村
飛マ

マ田｣

居
住
者
九
人
の｢

職
工
」
を
紹
介
し
て
い
る

ЛШ

。
こ
の
う
ち

何
人
か
は
、
野
田
小
七
の
経
営
す
る｢

低
廉
な
る
住
宅｣ ЛЩ

に
居
住
し

て
い
た
可
能
が
あ
る
が
、
木
賃
宿
と
い
う
よ
う
な
記
述
は
見
当
た

ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
釜
ヶ
崎
」
の
先
駆
的
居
住
者
は
「
職

工
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

こ
れ
よ
り
数
年
の
の
ち
、「
職
工
」
の
間
に
も
読
者
を
確
保
し

つ
つ
あ
っ
た
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
は
、「
釜
ヶ
崎
」
一
帯
の
様
子
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を
次
の
よ
う
に
報
道
し
た
。
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
か
ら
翌

年
に
か
け
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
み
た
「
釜
ヶ
崎
」
の
様
子
で
あ

る
。

殊
ニ
今
宮
、
天
下
茶
屋
の
一
部
落
に
は
備
前
屋
、
平
野
屋﹇
中
略
﹈

三
河
屋
な
ど
称
す
る
間
数
其
の
他
の
設
備
割
合
に
大
き
な
木
賃
宿

が
ズ
ラ
リ
と
軒
を
並
べ
て
別
天
地
を
画
し

ЛЪ

／
住
吉
街
道
に
面
し
て

木
賃
宿
が
何
軒
と
な
く
並
び
居
れ
り

ЛЫ

／
今
宮
長
柄
辺
の
汚
く
る
し

い
木
賃
宿
に
一
畳
二
畳
の
間
借
生
活
を
し
て
い
る
者

ЛЬ

　

一
九
一
一
年（
明
治
四
四
）に
は
、
久
保
田
権
四
郎
に
よ
っ
て
、

私
立
徳
風
小
学
校
が
開
校
し
て
お
り
、
通
学
区
に
字
釜
ヶ
崎
も
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

МУ

。
篤
志
家
の
経
営
す
る
無
償
の
学
校
に
通

う
児
童
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
貧
困
層
を
多
く

抱
え
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、「
職
工
」が
去
っ
た「
釜
ヶ
崎
」

の
状
況
を
間
接
的
で
は
あ
る
が
伝
え
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
こ
の

こ
ろ
字
釜
ヶ
崎
や
字
八
反
田
（｢

鳶
田｣

）
の
地
権
者
に
は
不
在
地

主
が
多
く
、
な
か
に
は
、
市
内
ス
ラ
ム
あ
る
い
は
そ
の
近
辺
の
居

住
者
や
遊
廓
関
係
地
の
居
住
者
も
確
認
で
き
る

МФ

。
ま
さ
に
外
部
の

資
本
と
投
資
に
よ
る
支
配
と
管
理
で
あ
る
。

　

救
済
の
大
義
名
分
の
も
と
、「
釜
ヶ
崎
」
に
潜
入
し
て
生
活
実

態
な
ど
を
記
録
す
る
主
体
も
現
れ
て
く
る
。
山
崎
源
泉
も
そ
の
一

人
で
、｢

貧
民
窟
探
検
記｣

に
は
次
の
よ
う
な
木
賃
宿
の
記
述
が
あ

る

МХ

。

安
宿
の
門
口
は
即
ち
紀
州
街
道
で
、
此
処
今
宮
村
新
家
の
不
潔
な

貧
民
区
、
両
側
に
も
横
町
に
も
、
安
宿
が
沢
山
あ
る
、
街
道
の
両

側
は
関
東
煮
、
焼
餅
、
上
燗
屋
等
露
店
の
灯
光
が
油
煙
を
揚
げ
て

小
市
街
を
作
つ
て
居
る
。﹇
中
略
﹈
種
々
の
工
場
に
工
事
に
終
日

人
夫
人
足
を
働
い
て
得
た
金
の
中
、
七
銭
の
木
賃
宿
料
を
支
払
つ

た
彼
等
の
儚
き
歓
楽
の
料
に
供
せ
ら
る
ゝ
。

　

木
賃
宿
代
七
銭
が
正
確
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
が

МЦ

、
放
蕩
す
る

労
働
者
（「
人
夫
人
足
」）
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
、
刹
那
的
な
表
現

で
締
め
く
く
っ
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
先
駆
的
作
品
で
あ
る
。

　

大
阪
毎
日
新
聞
社
に
長
く
つ
と
め
た
村
島
帰
之
も
ま
た
そ
う
し

た
観
察
者
の
一
人
で
あ
り
、『
ド
ン
底
生
活
』
の
一
節｢

飛
田
界
隈

の
特
色｣

に
は
、
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る

МЧ

。

一
般
に
は
釜
ヶ
崎
、
飛
田
其
他
の
小
字
を
包
含
す
る
今
宮
村
大
字

今
宮
一
帯
の
地
名
と
し
て
慣
用
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
而
し
て

此
の
所
謂
飛
田
界
隈
の
中
で
も
ド
ン
底
生
活
を
営
ん
で
い
る
者
の

多
い
の
は
前
に
云
う
た
小
字
飛
田
と
そ
の
南
東
に
当
る
電
光
社
屋

及
び
小
字
飛
田
と
は
紀
州
街
道
を
隔
て
ヽ
隣
合
つ
た
釜
ヶ
崎
で
、

﹇
中
略
﹈
此
飛
田
界
隈
の
貧
民
の
地
方
色
と
し
て
特
に
挙
ぐ
べ
き

も
の
は
、（
一
）盲
者
、
跛
者
、
聾
者
等
の
不
具
者
の
多
い
事
、（
二
）

乞
丐
の
多
い
事
、（
三
）
盗
人
根
性
の
屑
拾
の
多
い
事
、（
四
）
怠

け
者
の
先
曳
の
多
い
事
で
あ
る
。
之
を
換
言
す
れ
ば
、
飛
田
界
隈

は
不
具
者
と
乞
丐
と
盗
人
と
怠
け
者
の
巣
窟
で
あ
る
。
然
ら
ば
何
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故
に
飛
田
に
は
此
種
の
貧
民
が
多
い
か
と
言
ふ
に
、
這
は
全
く
市

内
に
於
て
営
業
を
許
さ
れ
な
い
木
賃
宿
が
飛
田
に
は
五
十
軒
近
く

も
あ
つ
て
、
常
に
貧
客
を
迎
へ
る
準
備
が
出
来
て
居
る
に
因
る
も

の
で
あ
る
。

　
『
善
き
隣
人
』（
初
編
は
一
九
二
九
年
七
月
、
大
阪
府
方
面
委
員
後

援
会
刊
行
）
な
ど
方
面
委
員
の
活
動
を
礼
讃
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
も
、
市
民
社
会
の
公
論
と
し
て
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
救
済
の

適
用
を
、
こ
と
「
釜
ヶ
崎
」
に
対
し
て
は
確
信
的
に
避
け
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
〇
〇
〜
一
〇
年
代
に
か
け
て
の
木
賃
宿

の
営
業
展
開
に
よ
っ
て

МШ

、
労
働
力
人
口
の
受
け
皿
が
整
備
さ
れ
始

め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
好
事
家
的
な

ゴ
シ
ッ
プ
記
事
が
多
く
登
場
し
、
そ
の
言
説
が
「
釜
ヶ
崎
」
へ
の

社
会
的
視
線
を
形
成
し
、
価
値
付
け
を
お
こ
な
っ
て
い
っ
た
時
期

で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
釜
ヶ
崎
」は
、
本
章
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、

社
会
調
査
の
類
に
度
々
登
場
す
る
。
以
下
で
は
、
さ
ら
に
時
代
を

下
っ
て
一
九
二
〇
年
代
の
記
録
類
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
。

　

大
阪
市
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
九
月
に
『
貧
民
衛
生
調
査

報
告
』

МЩ

を
ま
と
め
た
。
こ
れ
は
、「
西
浜
、
北
島
町
、
木
津
勘
助
町
、

東
関
屋
町
、
西
関
屋
町
、
日
本
橋
東
筋
、
下
寺
町
、
天
王
寺
、
今

池
、
今
宮
」
の
生
活
実
態
調
査
を
試
み
た
も
の
で
、
東
京
・
警
視

庁
の
意
向
を
う
け
て
の
貧
民
の
（
被
差
別
部
落
の
衛
生
状
態
を
主
と

す
る
）調
査
で
あ
っ
た
。「
西
浜
」は
皮
革
産
業
で
著
名
な
西
浜
町
、

「
北
島
」
と
は
そ
こ
に
隣
接
す
る
木
津
北
島
町
で
あ
る
。
被
差
別

部
落
と
都
市
下
層
社
会
と
が
「
貧
民
」
の
二
文
字
で
一
括
り
に
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
内
容
は
、「
住
民
と
畳
数
、
家
賃
と
畳
数
、

母
親
と
児
数
、
特
別
の
調
査
、
児
童
と
眼
病
、
結
論
、
希
望
」
と

な
っ
て
い
る
。

 

「
貧
民
」
と
い
う
形
象
の
内
実
は
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
一

〇
月
に
発
足
し
た
方
面
委
員
の
記
録
で
あ
る
大
阪
府
内
務
部
社
会

課
編
刊
『
方
面
委
員
第
一
期
事
業
年
報
』

МЪ

に
も
み
ら
れ
る
。
大
阪

府
内
の
「
細
民
」
を
対
象
に
し
て
委
員
の
活
動
報
告
を
議
事
録
形

式
で
活
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に ｢

今
宮
町
方
面

常
務
委
員
岩
間
繁
吉
君｣

の
発
言
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ

て
い
る
。

其
の
○
○
○
﹇
釜
ヶ
崎
﹈
の
一
画
に
安
宿
営
業
者
が
軒
を
並
べ
て

五
十
戸
あ
り
ま
す
。
其
五
十
戸
の
木
賃
宿
に
常
に
ど
う
い
ふ
人
が

寄
宿
し
て
居
る
か
と
云
ひ
ま
す
と
土
方
或
は
人
足
手
伝
で
あ
る
、

こ
う
い
ふ
や
う
な
人
達
を
常
に
三
千
七
八
百
乃
至
四
千
人
位
収
容

し
て
居
る
、
其
内
独
身
者
が
千
三
百
五
十
人
位
、
世
帯
持
の
数
八

百
五
十
位
が
常
に
絶
え
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

同
様
の
職
種
と
生
活
実
態
は
、
一
九
二
一
年
（
大
正
一
一
）
一

一
月
に
大
阪
市
教
育
部
が
ま
と
め
た
『
大
阪
市
ニ
於
ケ
ル
細
民
密
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集
地
帯
ノ
廃
学
児
童
調
査
ト
特
殊
学
校
ノ
建
設
ニ
ツ
キ
テ
』

МЫ

に
も

み
ら
れ
る
。
こ
の
調
査
は
、「
今
宮
町
、
日
本
橋
、
木
津
北
島
町
、

豊
崎
町
、
天
神
橋
六
丁
目
」
を
対
象
と
し
た
教
育
調
査
で
、
不
就

学
児
童
の
生
活
実
態
把
握
に
よ
る
学
校
建
設
の
課
題
を
模
索
す
る

こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
そ
の
な
か
に｢

市
外
今
宮
町
方
面｣

が
立

項
さ
れ
、
簡
潔
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

彼
等
ハ
殆
ン
ト
其
ノ
全
部
カ
無
技
術
無
熟
練
労
働
者
ニ
シ
テ
其
ノ

最
モ
多
キ
モ
ノ
ハ
仲
仕
、
手
伝
、
土
方
、
日
稼
、
鮟
鱇
？
、
屑
物

行
商
、
捨
物
拾
ヒ
等
ナ
レ
ト
モ
﹇
後
略
﹈

　

居
住
者
の
ほ
と
ん
ど
を
「
無
技
術
無
熟
練
労
働
者
」
と
し
て
い

る
点
に
は
や
や
誇
張
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
大
阪
市
は
そ
れ

を
論
拠
に
し
て
教
育
機
関
た
る
「
特
殊
学
校
」
の
設
立
が
必
要
で

あ
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る

МЬ

。

　

こ
の
こ
ろ
、
内
務
省
社
会
局
も
全
国
調
査
の
一
環
と
し
て
「
釜

ヶ
崎
」
に
関
心
を
払
い
は
じ
め
る
。
社
会
局
第
二
部
が
一
九
二
四

年
（
大
正
一
三
）
六
月
に
ま
と
め
た
『
細
民
集
団
地
区
調
査
』

НУ

の

調
査
対
象
地
区
は
現
在
の
「
釜
ヶ
崎
」
と
ほ
ぼ
同
一
区
域
を
策
定

し
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
一
次
大
戦
後
の
構
造

的
不
況
の
余
波
を
受
け
て
、「
釜
ヶ
崎
」の
労
働
力
人
口
は
激
減
し
、

「
細
民
」（｢

貧
民｣

）
が
多
く
居
住
す
る
貧
窮
地
帯
の
様
相
を
呈
し

て
い
っ
た
。
そ
し
て
や
が
て
発
生
す
る
労
働
問
題
と
同
時
に
、
都

市
に
固
有
の
問
題
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
く
貧
困
と
救
恤
の

対
象
地
域
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

ま
と
め
に
か
え
て

　

西
成
郡
今
宮
村
大
字
今
宮
字
釜
ヶ
崎
（
第
一
次
市
域
編
入
前
は

「
今
宮
村
大
字
釜
ヶ
崎
」）
の
周
辺
一
帯
は
、
一
九
〇
〇
年
代
以
降

の
都
市
計
画
事
業
の
実
施
過
程
に
お
い
て
、
日
露
戦
争
の
好
景
気

が
追
い
風
と
な
っ
て
膨
大
な
「
職
工
」
の
流
入
を
経
験
し
た
。
す

な
わ
ち
、
工
場
常
雇
労
働
者
（
熟
練
・
半
熟
練
）
層
お
よ
び
日
傭

労
働
者
層
を
核
と
し
つ
つ
地
域
単
位
と
し
て
社
会
か
ら
認
証
さ

れ
、
多
様
な
層
を
集
積
し
拡
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
『
職

工
事
情
』
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ

る｢

釜
ヶ
崎｣

（『
大
阪
市
住
宅
年
報
（
昭
和
元
年
）』
の｢

関
西
線
ガ
ー

ド
を
出
て
紀
州
街
道
に
沿
ふ
南
方
三
四
町｣

）
の
原
型
の
形
成
と
み

て
よ
か
ろ
う
。
さ
ら
に
、
日
露
戦
争
が
終
結
す
る
と
、「
職
工
」

は
離
脱
を
は
じ
め
、「
貧
民
」
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に

な
る
。

　

そ
の
後
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
好
景
気
に
よ
る
日
傭
労
働
者
の

膨
大
な
流
入
が
労
働
市
場
の
形
成
に
拍
車
を
か
け
た
。
そ
の
大
多

数
を
占
め
た
工
場
常
雇
労
働
者
層
は
、
家
族
を
形
成
す
る
者
も
多

く
な
り
、
離
脱
し
て
上
昇
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
に
第
一
次
世
界
大
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戦
後
の
不
景
気
が
直
撃
し
、
帰
農
し
た
者
以
外
で
は
、
単
身
の
不

熟
練
労
働
者
や
日
傭
労
働
者
、
無
職
困
窮
者
層
ら
が
木
賃
宿
に
滞

留
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、「
釜
ヶ
崎
」
は
近
代
的

工
場
労
働
力
へ
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
た
単
身
の
日
傭
労
働
者
の
労
働

力
市
場
の
受
け
皿
と
し
て
、
複
数
回
に
わ
た
る
（
少
な
く
と
も
、

日
清
戦
後
経
営
期
、
日
露
戦
前
後
を
挟
む
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
、
第
一

次
大
戦
期
の
三
度
の
）
ス
ラ
ム
総
体
お
よ
び
「
釜
ヶ
崎
」
内
部
の

階
層
分
化
を
経
て
独
自
に
形
成
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。

　

一
方
、
旧
名
護
町
（＝

旧
長
町
）
に
は
、
芸
人
・
流
民
層
、
無

職
困
窮
者
（
失
業
・
病
）
層
な
ど
、「
釜
ヶ
崎
」
に
比
し
て
下
層

の
「
細
民
」「
貧
民
」
の
多
く
が
周
囲
の
村
（
木
津
、
今
宮
、
難
波
）

か
ら
立
ち
戻
っ
て
再
び
居
住
し
は
じ
め
、
日
本
橋
筋
五
丁
目
が
爆

発
的
な
人
口
増
加
を
み
、
紀
州
街
道
沿
い
及
び
下
寺
町
周
辺
に
都

市
型
ス
ラ
ム
と
し
て
の
裏
長
屋
（
八
十
軒
長
屋
・
豚
屋
裏
な
ど
）

を
形
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
生
活
拠
点
は
、
財
閥
（
住
友
家
）

の
所
有
地
な
ど
で
あ
っ
て
、
社
会
的
に
困
窮
度
の
よ
り
高
い
層
に

属
し
て
い
た
。

　

つ
ま
り
、
近
世
か
ら
の
伝
統
的
住
民
が
離
合
集
散
し
つ
つ
近
代

以
降
も
存
続
し
た
旧
名
護
町
を
核
と
す
る
下
寺
町
一
帯
と
、「
職

工
」
の
集
住
を
発
端
に
し
て
単
身
の
日
傭
労
働
者
を
基
本
と
す
る

新
た
な
労
働
力
人
口
を
集
積
し
て
、
数
度
に
わ
た
る
内
部
で
の
階

層
差
の
発
生
の
結
果
出
現
し
た
「
釜
ヶ
崎｣

と
は
、
本
質
的
に
は

別
個
に
発
展
し
た
の
で
あ
り
、
人
員
の
個
別
的
な
相
互
移
動
は
存

在
す
る
と
し
て
も
、
両
者
を
下
層
社
会
と
い
う
共
通
項
だ
け
で
直

結
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
都
市
に
お
け
る
歴
史
的
固
有
性
が
、
一
九
二
七
年
以

後
の
不
良
住
宅
地
区
改
良
事
業
、戦
時
下
の
簡
易
宿
統
制
を
経
て
、

戦
後
大
衆
社
会
へ
と
変
転
す
る
「
釜
ヶ
崎
」
の
性
格
を
本
質
的
に

規
定
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
後
の
時
期
に
つ

い
て
の
詳
述
は
紙
幅
の
都
合
上
、
他
日
を
期
し
て
擱
筆
し
た
い
。

註（
１
）
社
会
的
排
除
に
か
か
わ
っ
て
の
定
義
・
展
開
お
よ
び
帰
結
に
つ

い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
ア
ジ
ッ
ト
＝
Ｓ
＝
バ
ラ
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

＝
ラ
ペ
ー
ル
（
福
原
宏
幸
・
中
村
健
吾
監
訳
）『
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
社
会
的
排
除
』（
昭
和
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。
同
書
は
、

生
産
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
排
除
と
社
会
的
剥
奪
を
「
社
会
的
排
除
へ

と
導
く
重
要
な
過
程
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
（
二
頁
）。

（
２
）拙
稿「
近
代
初
頭
の｢

釜
ヶ
崎｣

」『
大
阪
人
権
博
物
館
紀
要
』八
、

二
〇
〇
四
年
一
二
月
。

（
３
）『
加
除
自
在
現
行
大
阪
府
令
規
全
集
』
第
弐
綴
、
大
阪
府
立
中
之

島
図
書
館
蔵
。

（
４
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
は
、
日
本
帝

国
主
義
が
そ
の
版
図
を
拡
張
し
て
い
く
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
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る
。
こ
の
第
五
回
は
そ
れ
ま
で
の
計
四
回
の
内
国
勧
業
博
覧
会
と

ち
が
い
、
日
本
帝
国
主
義
の
領
土
的
、
人
的
、
組
織
的
拡
張
に
裏

づ
け
ら
れ
た
催
し
で
あ
っ
た
（
帝
国
日
本
が
軍
事
強
国
で
あ
り
な

が
ら
経
済
弱
国
＝
米
英
へ
の
依
存
と
い
う
二
面
性
を
持
っ
て
い
た

点
に
つ
い
て
は
、
江
口
圭
一
『
日
本
帝
国
主
義
史
研
究
』
一
九
九

八
年
、
青
木
書
店
）。
そ
の
こ
と
は
、
数
値
に
見
る
限
り
で
も
明

ら
か
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
約
一
〇
万
坪
と
い
う
広
大
な
会
場
規

模
、
約
一
三
万
人
（
台
湾
の
人
々
を
含
む
）
の
出
品
者
、
総
数
約

二
七
万
点
と
さ
れ
る
出
品
品
目
（『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出

品
目
録
』
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
）、
そ
し
て
五
三
〇
万
人

を
超
過
す
る
入
場
者
数
に
端
的
に
現
れ
て
い
た
（
芝
村
篤
樹
『
日

本
近
代
都
市
の
成
立
』
松
籟
社
、
一
九
九
八
年
）。

（
５
）
各
施
設
の
設
置
年
や
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
の
資
料
を
参

照
し
た
。

墓 

地
・
火
葬
場
／
『
大
坂
日
報
』（
国
立
国
会
図
書
館
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
版
）
等
の
新
聞
類
。

塵 

芥
処
理
場
／
大
阪
市
衛
生
課
保
健
係
『
明
治
三
十
三
年
決
（
稟
）

議
綴
』
大
阪
市
公
文
書
館
蔵
、『
大
阪
市
清
掃
事
業
概
要
』
大

阪
市
立
中
央
図
書
館
蔵
、
一
九
三
四
年
。

屠 

場
／
大
阪
市
役
所
保
健
部
清
掃
課
作
業
係
編
綴
『
昭
和
三
年
度

以
降　

第
一
種
屠
場
重
要
書
類
』
大
阪
市
公
文
書
館
蔵
、『
な

に
わ
の
食
文
化
と
と
も
に―

大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市
場

四
〇
年
史
』
一
九
九
八
年
。

避 

病
院
／『
大
阪
市
会
史
』『
恩
師
財
団
済
生
会
大
阪
府
病
院
一
覧
』

一
九
三
五
年
、
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
蔵
等
。

監 

獄
／
『
大
阪
府
警
察
史
』
全
四
巻
、
一
九
七
二
年
、『
大
阪
刑

務
所
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
』
一
九
八
三
年
。

遊 

郭
／
『
大
阪
朝
日
新
聞
』『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
大
阪
市
立
中
央

図
書
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
）
な
ど
新
聞
類
、『
大
阪
府
布

令
集
』
一
九
七
一
年
。

私 

立
尋
常
夜
学
校
／
『
大
阪
社
会
事
業
要
覧
』
大
阪
市
立
中
央
図

書
館
、
一
九
一
四
年
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、「
癲
狂
院
」
や
療
養
所
な
ど
も
す
べ
て
周
縁

部
に
追
い
や
ら
れ
て
い
く
。

（
６
）
下
層
社
会
の
近
代
的
再
編
成
は
、
や
が
て
都
市
の
被
差
別
部
落

の
外
縁
化
と
結
合
し
て
「
特
殊
部
落
」
認
識
の
成
立
要
件
と
な
る

（
拙
稿
「
都
市
部
落
に
お
け
る
大
阪
市
編
入
期
の
諸
問
題
」
小
林

丈
広
編
『
都
市
下
層
の
社
会
史
』
解
放
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
７
）『
大
阪
府
公
報
』
第
九
一
九
号
、
一
九
二
二
年
三
月
二
三
日
付
。

（
８
）「
職
工
」
と
は
、
労
働
形
態
の
点
か
ら
み
て
一
般
的
に
工
場
常
雇

労
働
者（
熟
練
・
半
熟
練
）層
を
指
し
、
日
傭
労
働
者
層
、
芸
人
・

流
民
層
、
無
職
困
窮
（
失
業
・
病
人
）
層
な
ど
は
含
ま
な
い
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
居
住
形
態
別
で
も
、
家
族
形

成
層
（
複
数
、
単
数
）
と
単
身
世
帯
層
（
同
居
、
単
独
）
と
に
分
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類
で
き
る
。
な
お
、「
職
工
」
の
雇
用
先
に
は
、
大
阪
燐
寸
電
光

㈱
（
旧
、
電
光
舎
）
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
西
成
郡
役
所
が
一
九

一
五
年
（
大
正
四
）
に
編
纂
し
た
『
西
成
郡
史
』
に
は
、
今
宮
村

の
工
場
と
し
て
同
社
の
ほ
か
、
日
本
防
水
布
工
場
、
桑
田
商
会
工

場
、
岩
崎
精
鋲
第
一
工
場
、
旭
防
水
布
工
場
が
列
挙
さ
れ
て
い
る

（
五
二
九
頁
）。
な
お
大
阪
燐
寸
電
光
㈱
は
、
一
八
九
六
（
明
治
二

九
）
年
二
月
に
古
市
彌
兵
衛
に
よ
っ
て
創
業
さ
れ
、「
男
工
」
四

五
人
、「
女
工
」七
六
人
を
擁
す
る
大
規
模
工
場
で
あ
っ
た
。ま
た
、

資
本
金
は
、
一
九
〇
三
年
時
点
で
六
万
円
と
な
っ
て
い
る
（『
大

阪
府
統
計
書
』）。

（
９
）
一
九
一
一
年｢

実
地
踏
測
大
阪
市
街
全
図｣

（
陸
地
測
量
部
実

測
の
地
形
図
）
お
よ
び
加
藤
政
洋
『
大
阪
の
ス
ラ
ム
と
盛
り
場
』

（
創
元
社
、
二
〇
〇
二
年
）で
採
用
し
て
い
る
市
街
図（
典
拠
不
詳
）

で
は
、
本
来
な
ら
ば
「
鳶
田
」
と
さ
れ
る
は
ず
の
箇
所
に｢

今
宮

新
家
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
何
ら
か
の
意
図
に
よ
っ
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
加
藤
も
指
摘
す
る
よ
う
に
一
九

〇
六
年
「
残
飯
屋｣

が
「
鳶
田
」
と
「
新
家
」
の
双
方
に
「
出
張

所
」
を
開
業
し
た
（『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
七
年
一
月
二
七

日
付
）
た
め
と
も
推
察
さ
れ
る
。

（
10
）
こ
の
規
則
の
端
緒
は
、
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
）
一
二
月
一

五
日
に
大
阪
府
が
出
し
た
「
宿
屋
取
締
規
則
」
で
あ
り
（「
府
令
」

第
六
七
号『
類
聚
大
阪
府
令
訓
全
書
』第
三
編
下
、
一
八
八
七
年
、

六
四
四
〜
六
五
七
頁
）、
そ
の
際
の
営
業
許
可
区
域
は
、
西
成
郡

木
津
村
ノ
内
、
同
難
波
村
字
南
河
原
、
同
上
福
島
村
字
羅
漢
前
、

同
北
野
村
網
敷
天
神
前
以
北
京
阪
鉄
道
一
番
踏
切
迄
両
側
、
同
九

条
村
字
西
九
条
、
東
成
郡
北
平
野
町
七
丁
目
八
丁
目
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
市
域
の
接
続
町
村
で
あ
り
、
被
差
別
部
落
・
西
浜
町
の

近
接
地
（
木
津
村
ノ
内
、
難
波
村
字
南
河
原
）
や
、
近
代
初
頭
の

コ
レ
ラ
の
流
行
地
お
よ
び
遊
郭
の
所
在
地
（
上
福
島
村
羅
漢
前
）

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
改
定
に
際
し
て
（「
府
令
」

第
三
七
号
、『
大
阪
府
公
報
号
外
』一
八
九
一
年
六
月
一
五
日
付
）、

難
波
村
字
南
河
原
だ
け
が
指
定
外
と
な
っ
た
。

（
11
）『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
八
九
一
年
四
月
二
〇
日
付
。

（
12
）
同
上
、
同
年
四
月
二
四
日
付
。
こ
の
ほ
か
、
八
〇
五
戸
が
高
津

新
地
あ
る
い
は
御
蔵
跡
町
へ
移
動
し
た
が
、
両
町
の
戸
数
は
、
一

九
〇
〇
年（
明
治
三
三
）に
は
、
九
〇
三
戸
へ
増
加
し
て
い
る（『
第

二
回
大
阪
市
統
計
書
』）。

（
13
）
同
上
、
同
年
七
月
八
日
付
。

（
14
）『
第
二
回
大
阪
市
統
計
書
』。
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）
に
は

三
六
二
二
戸
（『
第
九
回
大
阪
市
統
計
書
』）、
一
九
一
二
年
（
大

正
一
）
に
は
、
三
七
三
六
戸
（『
大
阪
府
統
計
書
大
正
元
年
』）、

一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
に
は
、
四
五
〇
三
戸
（『
第
一
五
回
大

阪
市
統
計
書
』）
と
な
っ
て
い
る
。

（
15
）
大
阪
市
社
会
部
『
大
阪
市
住
宅
年
報
（
昭
和
元
年
）』
大
阪
市
立
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中
央
図
書
館
蔵
、
一
九
二
八
年
。
こ
こ
に
は
、「
明
治
三
五
年
頃

ま
で
は
僅
か
に
街
道
に
沿
ふ
て
旅
人
相
手
の
八
軒
長
屋
が
存
在
し

た
る
に
過
ぎ
な
い
。﹇
中
略
﹈
そ
の
後
東
区
の
野
田
某
氏
が
始
め

て
労
働
者
向
の
低
廉
な
る
住
宅
を
建
設
し
て
労
働
者
を
収
容
し
た

る
」
と
あ
る
。「
野
田
某
」
と
は
市
内
東
区
伏
見
町
二
丁
目
に
在

住
の
野
田
小
七
の
こ
と
で
あ
る（『
大
阪
地
籍
図
』吉
江
集
画
堂
版
、

一
九
一
一
年
）。

（
16
）大
阪
市
に
お
け
る
住
宅
問
題
と
住
宅
政
策
の
確
立
に
つ
い
て
は
、

宮
野
雄
一
「
関
一
と
住
宅
政
策
」（『
大
阪
の
歴
史
』
一
八
、
一
九

八
六
年
三
月
）、お
よ
び
門
田
耕
作「
住
宅
問
題
と
都
市
支
配
」（『
ヒ

ス
ト
リ
ア
』
一
一
四
、
一
九
八
七
年
三
月
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、

松
下
孝
昭「
一
九
二
〇
年
代
の
借
家
争
議
調
停
と
都
市
地
域
社
会
」

（『
日
本
史
研
究
』
二
九
九
、
一
九
八
七
年
七
月
）
は
、
都
市
民
衆

運
動
と
都
市
支
配
構
造
の
実
態
と
を
交
錯
さ
せ
、
都
市
に
お
け
る

地
域
支
配
と
運
動
の
あ
り
方
を
解
明
し
た
。

（
17
）（
18
）（
19
）『
長
期
経
済
統
計
１
・
国
民
所
得
』
東
洋
経
済
新
報

社
、
一
九
七
四
年
、
一
七
八
頁
お
よ
び
二
〇
〇
頁
。

（
20
）『
長
期
経
済
統
８
・
物
価
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
七
年
、

一
三
四
頁
。
物
価
指
数
は
、
一
九
三
四
年
を
一
〇
〇
と
し
て
、
一

九
一
七
年
七
六
・
九
↓
一
八
年
一
〇
三
・
五
↓
一
九
年
一
三
七
・

七
↓
二
〇
年
一
四
四
・
〇
と
急
上
昇
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
上
昇

は
、
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
脱
却
に
よ
る
景
気
回
復
指
標
と
な
る
一
方

で
、
市
場
価
格
の
高
騰
も
意
味
し
て
い
る
。
な
お
、
第
一
次
大
戦

期
の
経
済
状
況
と
大
戦
後
の
戦
後
恐
慌
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た

り
中
村
隆
英
・
尾
高
煌
之
助
編
『
日
本
経
済
６
・
二
重
構
造
』（
岩

波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
一
八
〜
三
四
頁
を
参
照
し
た
。

（
21
）
一
九
一
八
年
創
設
以
降
の
「
今
宮
町
方
面
」（
設
置
当
初
は
「
今

宮
町
第
三
方
面
」）の
歴
代
方
面
常
務
委
員
は
、
次
の
よ
う
な
人
々

で
あ
っ
た
。
岩
間
繁
吉
（
木
賃
宿
経
営
者
・
市
会
議
員
）、
廣
恵

武
蔵
（
郡
会
議
員
・
町
会
議
員
・
青
年
団
）、
野
口
安
五
郎
（
町

会
議
員
）、
坂
上
英
夫
（
質
業
）。

（
22
）『
大
阪
市
社
会
事
業
概
要
』
一
九
二
三
年
。

（
23
）
こ
こ
で
整
理
・
調
査
を
試
み
た
の
は
、
横
山
源
之
助
『
日
本
の

下
層
社
会
』（
一
八
九
八
年
）、
農
商
務
省
商
工
課
『
燐
寸
職
工
事

情
』（
一
九
〇
三
年
）、
山
崎
源
泉｢

貧
民
窟
探
検
記｣

（『
救
済

研
究
』
一
九
一
五
年
）、
大
阪
市
『
貧
民
衛
生
調
査
報
告
』（
一
九

一
八
年
）、
大
阪
府
『
方
面
委
員
第
一
期
事
業
年
報
』（
一
九
二
一

年
）、
大
阪
市
教
育
部
『
大
阪
市
ニ
於
ケ
ル
細
民
密
集
地
帯
ノ
廃

学
児
童
調
査
ト
特
殊
学
校
ノ
建
設
ニ
ツ
キ
テ
』（
一
九
二
一
年
）、

内
務
省
社
会
局
第
二
部
『
細
民
集
団
地
区
調
査
』（
一
九
二
四
年
）

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
所
蔵
お
よ
び
体
裁
は
後
掲
（
註
36
以
下
）

を
参
照
。

（
24
）
新
紀
元
社
、
一
九
五
一
年
、
一
三
六
頁
。

（
25
）
同
上
、
一
五
四
〜
一
六
五
頁
。
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（
26
）
前
掲
『
大
阪
市
住
宅
年
報
（
昭
和
元
年
）』。

（
27
）『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
一
〇
年
二
月
四
日
付
。

（
28
）
同
上
、
同
年
一
〇
月
二
四
日
付
。

（
29
）
同
上
、
一
九
一
一
年
七
月
二
九
日
付
。

（
30
）
開
校
当
初
の
所
在
地
は
、
大
阪
市
南
区
広
田
町
八
七
二
番
地
で

あ
っ
た
（『
大
阪
同
和
教
育
史
料
集
』
第
五
巻
、
一
九
八
六
年
、

一
一
八
〜
一
四
五
頁
）。

（
31
）
前
掲
『
大
阪
地
籍
図
』。
遊
郭
所
在
地
と
「
釜
ヶ
崎
」
と
の
人
的

な
関
係
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
大
阪
市
社
会
部
報
告
№
36
『
密

住
地
区
居
住
者
の
労
働
と
生
活
』（
一
九
二
五
年
）
に
は
、｢

四

ヶ
所｣

解
体
後
と｢

御
茶
屋
の
主
人｣
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。「﹇
道
頓
堀
垣
内
は
﹈
明
治
五
、
六
年
頃

迄
残
つ
て
ゐ
た
が
そ
の
大
部
は
御
茶
屋
の
主
人
と
な
つ
た
と
の
こ

と
」。

（
32
）『
救
済
研
究
』
第
三
巻
第
二
号
〜
第
七
号
（
一
九
一
五
年
二
〜
七

月
）
連
載
。

（
33
）
大
阪
府
簡
易
宿
所
衛
生
同
業
組
合
蔵
の
「
宿
泊
料
」
に
よ
る
と
、

木
賃
宿
が
法
改
定
に
と
も
な
っ
て
簡
易
宿
に
改
名
し
た
一
九
二
六

年
（
大
正
一
五
）
一
一
月
一
日
当
時
の
今
宮
署
管
内
の
料
金
は
一

泊
一
人
あ
た
り
最
低
二
〇
銭
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
一
三
年（
大

正
二
）
の
日
傭
労
働
者
の
日
額
賃
金
は
五
九
銭
、
一
七
年
（
大
正

六
）
は
七
〇
銭
、
二
六
年
（
大
正
一
五
）
は
二
円
一
三
銭
で
あ
っ

た
（『
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』）。

（
34
）
文
雅
堂
、
一
九
一
七
年
。

（
35
）
木
賃
宿
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
資
料
で
あ
る
大
阪
市
社
会
部
住

宅
課
『
本
市
に
於
け
る
簡
易
宿
の
実
状
』（
一
九
四
一
年
五
月
、

謄
写
版
印
刷
、
一
四
頁
・
附
表
一
〇
頁
、
大
阪
人
権
博
物
館
蔵
）

な
ど
を
も
と
に
、
従
来
の
論
点
を
見
直
し
再
考
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
紙
幅
の
都
合
か
ら
本
稿
で
は
検
討
で
き
な
い
。
木
賃
宿
に
関

わ
る
新
た
な
論
攷
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。

（
36
）
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
蔵
。
体
裁
は
、
四
六
判
・
活
版
印
刷
・

一
八
頁
で
、
調
査
項
目
は
、
児
童
の
姓
名
、
住
所
、
年
齢
、
学
校
、

学
年
、
起
床
、
就
床
、
仕
事
の
種
類
、
就
働
の
時
間
、
給
金
、
志

望
、
健
康
、
家
族
、
同
胞
、
畳
数
、
家
賃
、
家
計
、
両
親
の
来
歴
、

結
婚
の
年
齢
、
同
居
者
で
あ
る
。

（
37
）
同
上
蔵
。
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
一
月
〜
一
九
三
六
年
ま
で

毎
年
編
輯
・
刊
行
さ
れ
た
。
第
一
輯
は
一
九
一
八
〜
一
九
年
の
記

録
で
、
四
六
判
・
活
版
印
刷
・
三
一
九
頁
で
あ
る
。
毎
年
度
、
各

方
面
委
員
一
覧
（
常
務
委
員
、
委
員
な
ど
）、
定
例
会
議
事
録
を

編
纂
し
て
い
る
。
な
お
、「
釜
ヶ
崎
」
を
管
轄
す
る
方
面
は
、
一

九
一
九
年
（
大
正
八
）
一
月
一
〇
日
の
設
置
当
初
は
今
宮
町
第
三

方
面
、
二
一
年
（
大
正
一
〇
）
二
月
一
日
か
ら
今
宮
町
方
面
に
改

称
さ
れ
、
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）
の
「
第
二
次
市
域
編
入
」

に
と
も
な
っ
て
今
宮
方
面
に
、
さ
ら
に
三
〇
年
（
昭
和
五
）
か
ら
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今
宮
第
一
方
面
と
な
っ
た
。

（
38
）大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
蔵
。体
裁
は
、藁
半
紙
・

謄
写
版
印
刷
・
一
二
丁
で
、「
廃
学
児
童
数
の
概
要
、
細
民
地
帯

の
概
説
、
人
口
、
戸
数
、
職
業
、
収
入
」の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

（
39
）
私
立
徳
風
小
学
校
と
の
関
係
性
を
含
め
て
、
当
該
期
の
学
校
教

育
に
つ
い
て
は
、
大
阪
の
部
落
史
委
員
会
編
『
大
阪
の
部
落
史　

第
五
巻
・
史
料
編
近
代
２
』（
二
〇
〇
三
年
）﹇
吉
村
編
集
・
解
説
﹈

を
参
照
。

（
40
）
大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
蔵
。
調
査
対
象
は
、

六
大
都
市
（
東
京
、
横
浜
、
名
古
屋
、
大
阪
、
京
都
、
神
戸
）
の

一
四
の
部
落
お
よ
び
ス
ラ
ム
で
、
生
活
実
態
を
基
本
に
、
細
民
集

団
地
区
の
地
理
的
環
境
か
ら
主
な
人
事
一
切
を
鳥
瞰
的
に
一
覧
に

し
、
不
良
住
宅
地
区
改
良
事
業
へ
の
基
礎
資
料
づ
く
り
を
お
こ
な

っ
た
。
大
阪
で
は
他
に
、
名
護
町
（
下
寺
町
。
調
査
地
名
は
「
六

道
ヶ
辻
」）、
大
阪
市
北
部
の
下
層
社
会
と
し
て
長
柄
な
ど
が
調
査

さ
れ
て
い
る
。

　

附
記　

成
稿
に
先
立
ち
、
釜
ヶ
崎
の
ま
ち
再
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇

五
年
一
二
月
例
会
お
よ
び
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
二
〇
〇
六
年

二
月
例
会
で
報
告
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
ご
参
加
の
諸

氏
か
ら
は
貴
重
な
御
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て

感
謝
に
か
え
た
い
。
な
お
、
お
教
え
い
た
だ
い
た
内
容
等
に
つ
い

て
本
稿
に
十
分
反
映
で
き
て
い
な
い
の
は
、
ひ
と
え
に
筆
者
の
力

量
不
足
で
あ
る
こ
と
を
お
詫
び
し
て
ご
海
容
を
願
う
次
第
で
あ

る
。




